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   （写真） 

 

 平成２３年度「道路功労者」表彰を受けました。 
    ～学校法人仙英学園ゆりかご幼稚園（山辺町）～ 

  

「村山旬の市」の新たなコンテンツを紹介します！ 

                           

道の日の８月１０日（水）に、「道路功労者」の表彰伝達式が山辺町の学校法人仙英学

園ゆりかご幼稚園会議室で行われました。 

この表彰は、道路の愛護・美化保全に尽力した団体及び個人に対して贈られるもので、

「ゆりかご幼稚園」は平成４年より花の植栽の活動をはじめ、平成１８年度からは山形県

マイロードサポート事業にも参加し、清掃活動に取り組んでいます。 

 山辺町の玄関口山形朝日線は常に、清潔で花のあふれる道路になっております。 

 水田建設部長が「道路愛護の機運を高める活動」と感謝。副園長の三吉博史さんは「こ

れからもより一層、環境美化に取り組んで、町をきれいにしようとする気持ちを育てたい 

と思います」と話していらっしゃいました。 

 表彰は「道路ふれあい月間」の一環で、道路環境向上に功績のあった個人・団体に対

し、日本道路協会長が地方整備局や自治体の推薦を受けて実施しています。平成２３年度

は全国で９８団体、８８個人が受賞しました。     （道路課 023-621-8193） 

 今回紹介する新しいコンテンツの一

つ目は、「店長おすすめ商品ベスト３

in夏」です。村山地域の多くの直売所

の中から３つの直売所の店長が、おす

すめ商品を紹介しています。この企画

は秋バージョンも予定していますので

お楽しみに。 

 ニつ目は、「村山の食材・おいしく

作って食べてみよっ！」です。村山地

域には地域の特色ある農産物がたくさ

んあります。けれども、調理方法がわ

からないことはありませんか？そんな

農産物の伝統的な調理方法をわかりや

すく説明していきます。 

 以上二つの新しいコンテンツを開い

て、ぜひ村山地域の直売所や農産物に

親しんでみてください。 

 
 （農業技術普及課  023-621-8278）  

 村山総合支庁では、ホームページ「村山旬の

市」を開設しています。村山地域の旬の農産物や

加工品を、生産者や製造者のこだわり、思いも含

めて発信中です。 

 

「村山旬の市」ＨＰ：http://www.murayama-shun.com/ 

  シャインマスカット 
   （山形市本沢地区産） 

 皮ごと食べられとてもおいしい 

 です。是非ご賞味下さい❤ 
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 「村山版森のようちえん」を開催しています。 

 東南村山農業士会ぶどう収穫体験学習を行いました。 

「山形赤根ほうれんそう」の研修会が開催されました。 
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 幼児期から森林などの自然環境と触れ合うことで、子ども

の感性が磨かれ、その後の発育段階で想像力が付くといわれ

ています。そこで、園児を対象にした『村山版森のようちえ

ん』をモデル的に実施しています。 

 第１回は６月30日（木）に西蔵王公園で、山形市内にあ

る東原幼稚園の年中児を対象に行いました。子どもたちは

「沢での水遊び」「葉っぱのお面遊び」「木の実のヘリコプ

ター」「木登り」など普段街の中ではできない体験をしまし

た。第２回は８月27日（土）に、県民の森のモデルコース

で、親子を公募して行いました。定員を上回る応募があり、

保護者の方々からも自然を直に感じたと大変好評でした。 

 第3回モデル実施は10月25日（火）に朝日少年自然の家

で実施する予定です。なお、今後はモデル実施の成果を踏ま

え、幼児期における自然体験学習の普及を図っていきます。 
          （森林整備課 023-621-8286） 

        第１回モデル実施（西蔵王公園） 

        葉っぱでお面遊びをする子どもたち 

 ８月２日（火）に山形市蔵王第一小学校５年生（38名）

を対象に「ぶどう収穫ふれあい農業体験学習」を行いまし

た。 

 東南村山農業士会では、毎年学校教育と連携し就学時か

ら農業と食べ物に関心を持ってもらい、心身共に健康な暮

らしをしていただくための一環として行っています。  

 好天の中、農業士会渡辺会長とほ場提供者の板垣平治郎

氏を講師として、山形市蔵王成沢のぶどう園で子供たちは

歓声をあげながら、ぶどうを一房一房ていねいに収穫して

いました。 

 自分で収穫したぶどうを食べながら、「一本の樹に何個

のぶどうがつきますか」「一番おいしいぶどうの品種は何

ですか」「どんな害虫がつきますか」などの質問をして、

ぶどう栽培に関心を示していました。 
         （農業技術普及課 023-621-8277） 

 

 

 

       

 やまがた野菜「山形赤根ほうれんそう」の生産振興を目的に、栽培

に興味を持つ農業者を対象とした栽培研修会を８月２４日、JAやま

がた中央営農センターにおいて開催しました。 

 「山形赤根ほうれんそう」は、昭和初期から山形市風間地区を中心

に栽培され、葉柄基部や根部が赤く、一般のほうれんそうに比べえぐ

みが少なく、独特の甘みを特徴とする伝統野菜です。 

 研修会では、栽培全般にわたる講義のほか、長年、「山形赤根ほう

れんそう」の種の維持・選抜に携わってきた柴田吉美さんと農業者と

の意見交換を行いました。 

 柴田さんからは、こまめな管理が必要になるため、栽培は女性のほ

うが向いているという話や、品種の良さを活かして「山形赤根ほうれ

んそう」を消費者の方々に広めてほしいとの要望が出され、参加者も

熱心に話に聞き入っていました。村山総合支庁では、今後も「山形赤

根ほうれんそう」をはじめ特産野菜「やまがた野菜」の振興を図って

いきます。         （農業技術普及課 023-621-8294） 

☜ 映画「小川のほとり」ロケ地。（山形市馬見ヶ崎川） 

      クライマックスの決闘シーンが撮影されました。 

   ９月１１日まで、劇中に登場した小屋が再現されています。 

   小屋も、もちろん映画もお見逃しなく！ 



            MuraSou News   P３                                                      
 

   （写真） 

 

村山総合支庁 

イメージアップ研究会について 

  

シリーズ～むらやまの若人（わこうど）たち～４ 

           

 

 

 

 

 

 村山総合支庁イメージアップ研究会は、平成１６年度

に、村山総合支庁がわかりにくく、また地域に十分浸透

していないというご意見を受け、地域により親しまれる

職場とすることを目的として発足しました。 

 本研究会では、①明るい職場づくりの方策、②仕事を

通じて感じている問題点を解決するための方策、③村山

総合支庁の業務や役割を県民にわかりやすく周知するた

めの方策を研究し実践する活動を、合計１２名のメンバ 

ーで行っています。７月及び８月に開催した研究会にお

いて、今年度の活動として、接遇研修会･ロビー展示･プ

ランター設置･モンテディオ山形などの地域スポーツの応

援･節電節水ＰＲ及びキッズルームでの子育て支援に関す

る情報発進などに取り組むこととしたところです。 

 引続き、地域に根ざした村山総合支庁となるよう活動

してまいりますので、本研究会に御注目ください。 

お伺いします！職員出前講座 

  「村山地域サポート講座」 

 村山総合支庁が行っている事業や最新の制度について 

職員が直接みなさんの集会などに伺って説明しています。  

 おおむね10名以上であれば、学校の行事、企業の研修

会、町内会の集まりなど、村山管内どこへでもお伺いしま

す。未就学児、小・中・高校生、高齢者等参加者に合わせ

て説明をいたしますので、年齢に関係なくご利用下さい。 

 

 県ホームページでいろんな講座の紹介をしていますので

ご覧ください。  村山 出前講座 ⇒ 検索！ 
            （総務課 023-621-8288） 

 

 

 

       

 村山地方で地域に根差してがんばっている若い人たちや、彼らの活動にスポットラ

イトを当ててお届けします。第４回は、東根市商工会青年部をご紹介します。 
 

 東根市商工会青年部は、男女満４０歳以下の事業を営む経営者・後継者や従業員で構成される

団体で、特徴は女性部員が約１０名と多い事です。現在は約５５名が在籍し、若手後継者育成と

地域活性化に取り組んでいます。 

 主な事業の１つである“婚活事業”は、後継者づくりのために部員のお嫁さん探しがきっかけ

で、１５年以上前から始まりました。そして５年前に、東根市のシンボルである“山形空港”を

会場にした「カップリングパーティー 恋の浪漫飛行」がスタートし、新しい出会いづくりと、山形空港利用拡大や観光ＰＲもか

ねて行われています。前部長である森さんは、「必ず『結婚』と銘打ってしまうと身構えてしまい、参加者が集まらないし、心

から楽しめない。結婚するカップルができれば嬉しいが、イベントを楽しみながら友達になれたり、後日交際に繋がったりして

くれればいいんです。私たちが行うのは、出会いのきっかけ作りですから。それに、運営側も楽しくないと絶対に良いイベント

にはならないんです。」と話してくれました。婚活パーティーは、女性の参加者集めと、楽しめる内容にすることが大切です。  

そのため、実行委員長は女性部員が務め、司会も女性アナウンサーにお願いしています。特に、今年はよ

り気軽に参加できるように、男女とも２人１組での参加スタイルにしました。その結

果、申込みが県内外から殺到し、抽選を行った程でした。総勢男女計１９０名が参加

し、大盛況のうちに３３組のカップルが成立しました！ 

 「商売をさせてもらっている地元に貢献しながら、異業種交流を図り、私たちが先

頭に立って若い力で地域を盛り上げていきたい！」と話す森さん。パワフルな部員の

方々がいるからこそ、より一層盛り上がりをみせる東根市になりそうです。 

                      （地域振興課 023-621-8357）        

    ●東根市商工会青年部 
       〒999-3711 山形県東根市中央一丁目６－３ 
       TEL:0237-43-1212 FAX:0237-43-1213 

       URL:http://www.shokokai-yamagata.or.jp/higashine/ 

「交通安全」の出前講座では、町内会の集会や保育園等にお

伺いし、寸劇などもとり入れたりしながら、交通事故の防止

や交通安全の大切さについて、参加された方の年代に応じた

わかりやすいお話をしています。 

町内会集会での交通安全出前講座 

前代表の森里史さん 

  「恋の浪漫飛行」ポスター☞ 

代表を務める 

 山澤徹也さんです。 

 （家畜保健衛生課） 
  （総務課 023-621-8110） 

☜「小川のほとり」ロケ地 

 慈恩寺（寒河江市） 

 主人公が本堂で瞑想しているシーンなどが撮影さ

れました。映画で見る慈恩寺もとても厳かです。 

☝「ひがしね婚カツ部」ポスター 



９月イベントのお知らせ 
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日 曜 時間 項   目 場  所 関 係 課 電 話 

3 土 16:00 愛犬のしつけ方教室 最上川ふるさと総合公園 生活衛生課 627-1187 

４・18 日 8:00 てっぽう町青空市場 村山総合支庁正面東側駐車場 農業技術普及課 621-8270 

10・24 土 8:30 駅西旬の朝市 ＪＲ山形駅西口駅西広場 地域振興課 621-8353 

21 水 10:30 秋の交通安全県民運動出発式 山形市役所ピロテイー 総務課 621-8234 

23 金 11:00 
第３１回山形県動物愛護フェ

スティバル 
村山総合支庁駐車場 生活衛生課 627-1258 

28・29 水木 10:00 
仙山交流味祭inせんだい復興

市～秋の恵み～ 
仙台市勾当台公園 地域振興課 621-8353 

          インフォメーション  
           

   

 

 9月は収穫を感謝す 

る秋祭りが各地で行わ 

れます。普段何気なく 

食べている食材ですが, 

四季が豊かな山形で, 

安全な旬のものをいた 

だけることに、あらた 

めて感謝したいと思い 

ます。まもなく「実り 

の秋」「食欲の秋」が 

やってきます！ 

    

 
 

   （写真） 

 

  

 

 

  平成23年度村山地域森の感謝祭を開催します 

 森は、私たちのくらしにうるおいと安らぎを与えてくれ

るなくてはならないもの。森に感謝し、県民の皆様ととも

に森づくりをすすめるため「村山地域森の感謝祭」を開催

します。 

  

●日時 平成２３年９月２３日（金）＜秋分の日＞ 

     １０時３０分から正午まで 

●場所と内容 大石田町田沢地内「大堤親水公園」 

  ・身近な里山の森をつくろう！－広葉樹の植栽－ 

    ・葉っぱプリントでエコバッグづくり ほか 

 

              【参加申込み、お問合せ先】 

                  森林整備課森づくり推進室      

                 023-621-8156 

 

  「在宅療養推進研修会」を開催します 

●日時 平成２３年９月２１日（水）13:30～16:00 

●場所 山形県立保健医療大学 講堂 

        （山形市上柳２６０） 

●プログラム 

 ◇基調講演 「平穏死を考える 

          ～口から食べられなくなったらどうしますか～」 
    講師 特別養護老人ホーム 芦花ホーム 医師 

      『平穏死のすすめ』著者  石飛 幸三 氏 

 ◇シンポジウム 「自分らしい療養生活をめざして」 
    座長 : 村山保健所 所長 山口 一郎 

     助言者：特別養護老人ホーム 芦花ホーム医師 石飛 幸三  氏 

     シンポジスト：＊診療所医師の立場から 

                              ＊ 家族（介護者）の立場から  

                                ＊訪問看護師の立場から 

                                ＊ 施設職員の立場から 

 

  【参加申込み、お問合せ先】 

  保健企画課企画担当 023-627-1246  
      申込締切：９月１２日(月） 

      「骨髄バンクドナー登録会」のお知らせ                  自殺予防週間のお知らせ 

 ９月１０日の世界自殺予防デーにちなみ、９月１０日～ 

９月１６日は、自殺予防週間です。 
  

 日本における自殺者数は、平成10年に３万人を超えて

以来、その後も高い水準が続いています。本県の自殺によ

る死亡率は、全国と比較しても高い状況にあります。 

 命を守るためには、こころの不調を抱える本人や周囲の

人の気づきを自殺予防につなげていくことが大切です。 
                   

                 そこで、村山保健所 

                では自殺予防週間に合 

                                               わせて、霞城セントラ 

                ル・ＪＲ山形駅等で、 

                                              自殺予防とこころの健 

                                              康づくりについて普及 

                活動を行います。 
                

               

      （地域保健予防課 023-627-1184） 

 白血病等の血液疾患には骨髄移植が有効です。しかし、

骨髄を提供する方ともらう方の白血球の型が合わないと成

功しません。 

   国内で骨髄移植を必要としている方は年間２千人以上お

られます。１人でも多くの方に骨髄バンクへのドナー登録

をお願いします。 

 ●日時・場所 

   ９月 ８日（木）さくらんぼタントクルセンター 

   ９月２０日（火）天童市役所 

   ９月２７日（火）尾花沢保健センター 

  ※いずれも９時から１６時の間に受付いたします。 

 

                 

                【お問合せ先】 

               村山保健所医薬事室 

                023-627-1182 

    

秋の風物詩といえば芋煮ですね。 

９月４日には、「日本一の芋煮会フェスティバル」が 

開催されます。 

 


